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太陽光励起クロロフィル蛍光のシミュレーションと衛星SIFデータとの比較解析
Comparison of the simulated global the canopy scale sun-induced chlorophyll fluorescence
and satellite-based SIF measurements
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近年、衛星観測によりグローバルな陸域植生の太陽光励起クロロフィル蛍光観測値がプロダクト化され、その
利用可能性が検討され始めている。本研究では衛星で観測される樹冠レベルのSIFの角度依存性、個葉（日
向・日陰）の寄与を個葉と樹冠の蛍光モデルでシミュレーションを通じて明らかにすることを目的とした。そ
の結果、衛星で観測されるSIFの日向・日陰の葉の寄与は観測角度に依存し、太陽光入射各近傍で日向葉の寄与
が最大となること、また 近赤外のSIF観測値ではクロロフィル蛍光の樹冠内での散乱成分の寄与が無視できな
いことなどが明らかとなった。
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